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人口と面積( 60. 12. 1)
世 帯222, 210
人 口630, 368
男319, 350
女311, 018

面 積53. 25km'
人口密度11, 838 人/m　

迎 春 こ
の
笑
顔
あ
す
に
つ
な
げ
ま
す

足 立 区 長

古 性 直

区
民
の
皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
数
年
来
の
経
済
社
会
の
動
向
を
み

ま
す
と
、
安
定
成
長
か
ら
低
成
長
経
済
へ
の

転
換
や
高
齢
化
社
会
の
急
速
な
進
展
が
み
ら

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
時
こ
焉

最
も
身
近
に
あ
る
区
行
政
は
、
区
民
の
皆
さ

ん
の
信
頼
に
こ
た
え
る
行
財
政
の
運
営
が
必

要
で
あ
り
ま
す
。

幸
い
に
し
て

、
本
区
は
皆
さ
ん
の
ご
理
解

を
得
て

、
健
全
な
財
政
を
維
持
し
、
年
々
発

展
を
遂
げ
て
い
る
こ
と
は
ご
同
慶
に
た
え
ま

せ
ん
。

本
年
は
、
皆
さ
ん
の
待
望
久
し
か
っ
た
中

央
本
町
庁
舎
が
完
成
し
、
4
月
7
日
か
ら
業

務
を
開
始
す
る
と
と
も
に
、
郷
土
博
物
館
が

今
秋
開
館
い
た
し
ま
す
。

さ
ら
に
私
は
、
区
・
西
北
部
の
交
通
問
題

を
解
決
す
る
た
め
、
舎
人
新
線
の
導
入
を
闖

年
代
を
通
し
て
の
区
政
の
重
要
課
題
と
し
て

取
り
組
む
決
意
で
あ
り
ま
す

。

居

わ
や
か

ふ
れ
あ
い

生
き
生
き
足
罫

こ
の
よ
う
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
区
議

会
と
手
を
携
え
て
推
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
区
政
へ
の
ご
協
力
を
切
に
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
ご
健
勝
と
幸
せ
を
お
祈

り
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

足

立

区

民

憲

章

足
立
区
は
、
四
方
を
川
に
か

こ
ま
れ
た
、
歴
史
と
伝
統
の
あ

る
人
情
味
あ
ふ
れ
る
恵
只
の
下

町
で
す
。

わ
た
く
し
た
ち
は
、
足
立
区

民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
と
責
任

を
も
ち
、
調
和
の
と
れ
た
心
豊

か
な
住
み
よ
い
足
立
を
き
ず
く

た
め
、
区
民
の
総
意
で
こ
の
憲

章
を
定
め
ま
す
。

一

わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は
、
健
康
に
心
が
け

元
気
に
働
き
楽
し
い
家
庭
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

。

一

わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は
、
教
養
を
高
め

世
界
を
む
す
ぶ
文
化
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一

わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は
、
お
も
い
や
り
と

感
謝
の
心
で
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
。

一

わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は
、
自
然
を
愛
し
資
源
を

大
切
に
し
て
清
潔
な
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

。

一

わ
た
く
し
た
ち
足
立
区
民
は
、
き
ま
り
を
守
り
力
を

合
わ
せ
て
自
立
す
る
平
和
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

。

足立区議会議長
森 信 雄

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
昭
和
6
1年
の
新
春
を
迎
え
、
足

立
区
議
会
を
代
表
し
て
区
民
の
皆
さ
ま
に
、

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
あ
げ
ま

す
。昨

年
は
国
の
内
外
と
も
多
事
多
難
の
年
で

あ
り
ま
し
た
が
、
8
月
に
出
さ
れ
た
「
経
済

白
書
」
に
よ
り
ま
す
と
高
齢
化
社
会
を
迎
え

て
幾
多
の
問
題
点
を
含
む
も
の
の
、
新
し
い

成
長
の
時
代
に
入
っ
た
と
判
断
し

、
前
途
は

明
る
い
と
し
て
お
り
ま
す
。

足
立
区
に
お
き
ま
し
て
は
、
国
あ
る
い
は

都
に
お
け
る
行
政
改
革
の
影
響
を
受
け
て
厳

し
い
財
政
事
情
に
あ
り
な
が
ら
も
、
区
民
の

皆
さ
ま
の
ご
支
援
に
よ
り
諸
施
策
か
順
調
に

進
展
を
見
ま
し
た
こ
と
は
ご
同
慶
の
至
り
に

存
じ
ま
す
と
と
も
に
、
厚
く
御
礼
申
し
あ
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

新
し
い
年
を
迎
え
、
区
議
会
と
い
た
し
ま

し
て
は
、
山
積
す
る
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
要
望

の
実
現
の
た
め
に
、
国
あ
る
い
は
都
に
要
望

す
べ
き
点
は
強
く
要
望
す
る
と
と
も
に
、
執

行
機
関
と
相
協
調
し
て
最
大
限
の
行
政
効
果

泓
擧
げ
る
ぶ
{
栃
力
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
本
年
も
、
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
昭
和
6
1

年
が
皆
さ
ま
に
幸
せ
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま
し
て

、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す

。
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足立の四季

冬
静

寂
西新井大師( 西新井一丁目15番) の雪景色

下旬 梅 の 開 花 … … … 大 谷 田 公園

( 大谷田四丁目4番1号)

上
旬

桜
の

開
花

丿

区
内

各
垉

中
旬

チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
の
見

頃

…
…
』兀
渕
江
公
園
(
保
木
間
こ
丁
目
口
番
)

都
市

農
業
公
園

、
そ
の
憊
各
公
園

春 爛 漫

桜につつまれた東綾瀬公園( 東綾爾三丁目)

見事|こ咲き裲つだチューリップ

都市農業公園( 鹿浜二丁目44番)

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

4 月7 日

中央本町庁舎業務開始
( 所在地: 中央本町一丁目17番1号)

斗yi l t 9 彳气n　1叫yr　 り 今「

上旬 ぼたんの見頃… …… 西新井大師

夏

緑

陰

上
旬
～
中
旬

し
ょ
う
ぶ
の
見
頃

・
・
:
-
し
ょ
う
ぶ
沼
公
圃
(
谷
中
二
丁
目
4
番
)

新緑・ 区内各地

▲ 水 と 緑 の

ハ ー モ ニ ー

垳 川 遊 歩 遣

ぐ六木こT目)

嵋う
る
a
い
と
や
す
ら
ぎ
の
毛
長
緑
遭
I

ヘ
Sヘ
ー
〒

(
舎
人
Ξ
丁
目
)

合
と

光
の
フ
ァ

ン

ク
　ヽ
ン
ー

i
二
の
一
旡
火
大
会
(
フ
月
下
旬
開
雁
)

秋 彩 色
催

し

下 刪 つ 二iのn が き わ ぐ

足立の秋まつり

紅裏 …… 諏訪木男一公園付近
【西斬弁四丁目】など区内合地

色あざやか、保木隧緑遵
( 保木藺一丁目)

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

11月開館予定
ふ る さ と冉 発 見 、郷 上 厚 物 館
( 所在地: 大谷田五丁目20番|号) ( 仮林)

尭成予想1
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2
0歳
に
な
っ
た
お
祝
い
に

成
人
の
日
の
集
い

匐
歳
に
な
っ
た
皆
さ
ん
。
今
年

は
1
人
の
社
会
人
と
し
て

、
新
し

い
門
出
の
年
で
す
。

そ
こ
で

、
成
人
に
な
ら
れ
た
方

を
対
象
に
「
成
人
の
日
の
集
い
」

を
開
催
し
ま
す

。

成
人
と
な
ら
れ
た
方
に
は
、
年

賀
状
で
ご
案
内
し
ま
し
た
の
で
、

当
日
案
内
状
を
持
参
の
う
え
、
お

い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
服
装
は
平
服
で
お
願
い

し
ま
す

。

日
時
・
場
所
等
左
上
表
の
と
お

対
象
昭
和
4
0
年
4
月
2
日
～
4
1
　

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
方

疹
各
会
場
と
も
駐
車
場
が
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

文
化
保

募

集

第
3
8回
足
立
区
民
体
育
大
食

ス
キ
ー
競
技
大
会

日
時
2
月
2
日
(
日
)
、午
前
9

時
か
ら
(
現
地
集
合
)

場
所

新
同
県
浅
貝
ス
キ
ー
場

参
加
資
格

区
内
在
住
・
在
動
・

在
学
の
方
お
よ
び
区
内
ス
キ
ー

団
体
に
所
属
す
る
方

槽
目
回
転
競
技
(
2
本
合
計
夕

イ
ム
)

参
加
費
2
千
円
(
た
だ
し
、交

通
費
、宿
泊
費
に
つ
い
て
は
自

己
負
担
)

申
込
方
法
参
加
曹
を
添
え
て
バ

ム
ス
ポ
ー
ツ
(
千
住
3
-
7
5
、

S
`
一
7
9
0
0
)
ま
で
直
接

申
込
期
限
1

月
2
5日

問
合
せ
先

バ
ム
ス
ポ
ー
ツ
ま
た

は
体
育
課

手

芸

教

室

□
花
畑
セ
ン
タ
ー

日
時
1
月
2
1
日
(
火
)
、午
後
1
　

時
?
4
時
3
0
分

対
象

区
内
在
住
・
在
勤
の
婦
人

内
容

新
年
を
祝
っ
て
水
引
で
作

る
「
朱
竹
」

費
用
千
円
(
当
日
持
参
)

定
員
3
0
名
(
先
眥
順
)

申
込
方
法
1

月
4
日
か
う
直
接

窓
口
ま
た
は
亀
話

申
込
・
問
合
せ
先

花
畑
セ
ン
タ
ー

四
りし
β
0
1
7

□
東
部
セ
ン
タ
ー

日
時
1
月
2
2
日
(
水
)
、午
後
1
　

時
?
4
時

対
象
区
内
在
住
・
在
動
の
女
性

内
容
押
絵
立
雛
(
色
紙
)

定
員
3
0
名
(
先
着
順
)

費
用
2

千
印
円

申
込
方
法
1

月
7
日
か
ら
直
接

窓
口
ま
た
は
電
話

申
込
・
問
合
せ
先

東
部
セ
ン
タ

ー
　

匹
7
1
0
1

区
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学

区
内
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
お
よ
ぴ

ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
関
心
の
あ
る
方

に
、
多
様
化
し
た
ス
ポ
ー
ツ
の
知

歇
と
技
術
麥
鏐
得
し
て
い
た
だ
き

、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
は
か
り

ま
す
。

『
目
・
日
時
・
講
師

▽
テ
ー
ピ
ン
グ
…
2
月
1
3
・
‥

日
(
講
師
未
定
)

▽
健
康
体
操
…
2
月
1
7
・
2
1
　

2
4
日
(
足
立
区
体
育
指
優
容

高
草
木
佳
美
氏
)

▽
練
功
十
八
法
…
2
月
2
5
・
s

日
、3
月
3
・
4
・
7
日
(
日

本
練
功
十
八
法
協
会
主
任
指
導

者
武
田
幸
子
氏
)

啻
n

目
と
も
、午
後
6
時
受
付
。2

科
目
は
、
必
修
の
こ
と
。

鳩
所

中
央
本
町
体
育
館

対
象
1
8

歳
以
上
の
区
内
在
住
・

在
動
の
方

費
用
無
料
(
教
材
費
は
実
費
)

定
員
曹
含
数
の
際
は
抽
選
)

申
込
方
法
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、生
年
月
日
、性
別
、電

話
番
号
、職
業
、動
務
先
所
在

地
、ス
ポ
ー
ツ
競
技
歴
・
指
導

歴
と
そ
の
種
目
を
記
入
の
こ
と

申
込
期
限
1
月
2
7
日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
体
育
課
区
民

ス
ポ
ー
ツ
大
学
担
当
(
一
ふ
千

住
1
1
4
-
1
8
)

職員募集

臨床検査技師

看 護 婦

募
集
職
種
・
人
数

①
臨
床
検
査

技
師
・・若
干
名

②
n
護
婦
・
=

若
干
名

採
用
予
定
日
4

月
1
日

峪
募
資
格
①
臨
床
検
査
技
師
の

咎
冢
有
し
(
取
得
見
込
も
可
)
、

昭
和
6
1
年
4
月
1
日
現
在
満
3
5

歳
未
肩
の
方
(
大
学
で
医
学
、

歯
学
、
獣
医
学
、
薬
学
を
修
め

卒
業
し
た
者
は
除
く
)

②
看
護
婦
の
免
許
を
有
し
(
取

得
見
込
も
可
)
、昭
和
6
1
年
4

月
1
日
現
在
満
3
5
歳
未
擒
の
方
(

文
部
大
臣
が
養
成
施
設
と
し

て
指
定
し
て
い
る
大
学
の
栄
萪

を
卒
業
し
た
者
は
除
く
)

選
考
日
1
月
2
2
日
(
水
)

申
込
方
法

人
事
保
に
履
歴
書
1

通
を
持
参
ま
た
は
郵
送

受
付
時
間
午
前
9
時
?
午
後
5

時
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)

申
込
期
限
1
月
1
4
日
(
当
日
消

印
有
効
)

申
込
・
問
合
せ
先
人
事
保
(
〒

J
千
住
1
-
4
1
1
8
)

健

康

成
人
病
検
診

日
時

毎
週
金
曜
日
、
午
前
9
時

～
1
0時

鳩
所

千
住
保
健
所

対
象

満
3
0歳
以
上
の
区
民

内
容
心
電
図
、眼
底
、尿
、血

液
な
ど
S
項
目
痂
禎
査
(
胃
、

子
宮
が
ん
は
除
く
)

費
用
5

千
円

申
込
方
法

竜
話
予
約

申
込
・
問
合
せ
先

千
佳
保
健
所

皿
4
り
ム
7
7

国
民
健
康
保
険
料
等
の
改
正

都
は
、
国
民
健
康
保
険
委
員

会
の
答
申
を
受
け
、
昨
年
1
2月

の
都
議
会
定
例
会
に
保
険
料
率

議
案
等
の
条
例
改
正
案
を
提
出

し
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

区
で
は
、
こ
の
改
正
を
受
け

て

、
今
年
の
第
1
回
区
議
会
定

例
会
に
、
区
の
条
例
改
正
案
を

提
出
す
る
予
定
で
す
。

都
の
条
例
改
正
の
主
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す

。

□
国
民
健
康
保
険
料
改
定

▽
均
譌
戴
崩
(
人
あ
た
り
)

9
千
円
1
1
万
2
千
円

▽
限
噐
(
1
栴
あ
た
り
)

3
1万
円
1
3
5
万
円

※
た
だ
し
、
所
得
割
の
料
串
に

つ
い
て
は
、
四
分
の
留

ま
ま

で
す
。

□
給
付
改
善

助
産
費
I

件
あ
た
り
1
0万
円

』
　
1
3
万
円

葬
祭
費
1
件
あ
た
り
3
万
円
-
　

5
万
円

実
施
時
期
4

月
1
日

問
合
せ
先

国
民
健
康
保
険
課

賦
課
係
・
保
険
給
付
係

足立西高

めざせ甲子園!
昨
年
秋
の
都
高
校
野
球
秋
季
大
会

で
は
、
都
立
足
立
西
高
が
ベ
ス
ト
4

に
残
る
大
健
闘
。
個
性
派
集
団
の

「
の
び
の
び
野
球
」
は
、
多
く
の
人

に
感
動
を
与
え
ま
し
た
。

こ
の
、
の
び
の
び
野
球
を
支
え
て

い
る
の
は
、
生
徒
の
自
主
性
を
尊
羣

し
た
練
習
で
す
。

練
習
計
画
は
生
徒
自
身
で
作
り
、

実
行
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
練
習
不

足
を
補
う
た
め
、
帰
宅
後
も
各
自
で

自
分
の
課
題
岑
考
え
、
個
人
練
習
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す

。

さ
わ
や
か
旋
風
、
今
年
も
期
待
し

て
い
ま
す
。

が
ん
ば
れ
、
足
立
西
高

。

今
年
に
か

け
る

環境保全 ポスター展
自 然 と 緑 の 写 真 展

第
1
3回
足
立
区
中
学
生
纜

境
保
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー

ル
の
入
賞
作
品
に
よ
る
ポ
ス

タ
ー
贋
と
、
昭
和
圀
年
度
自

然
と
緑
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
作
品
に
よ
る
写
真
展
を

開
催
し
ま
す
。

ご
家
族
や
ご
近
所
の
方
を

お
誘
い
の
う
え
、
ご
覧
く
だ

さ
い

。

日
時
1
月
2
4
日
?
笳
日
、

午
前
1
0時
～
午
後
5
時

鳩
所

西
新
井
区
民
ホ
ー
ル

問
合
せ
先

環
境
課
調
塵
保推せん　若山つやさん( 中央公園にて)

新入学

児童・生徒の

就学通知書に つい て

4
月
か
ら
小
学
校
へ
入
学
す
る

お
子
さ
ん
(
昭
和
5
4
年
4
月
2
日
?

5
5
年
4
月
1
日
生
ま
れ
)
の
就

学
通
知
書
は
、1
月
中
旬
に
保
護

者
あ
て
発
送
し
ま
す
。

中
学
校
に
入
学
す
る
方
の
就
学

通
知
香
は
、1
月
下
旬
に
在
学
小

学
校
か
ら
、
お
子
さ
ん
を
通
じ
て

お
届
け
し
ま
す

。

な
お

、
家
庭
事
情
や
お
子
さ
ん

の
身
体
的
理
由
な
ど
に
よ
り
、
指

定
校
以
外
の
学
校
へ
お
子
さ
ん
を

入
学
さ
せ
た
い
場
合
は
、1
月
中

に
就
学
通
知
書
と
印
か
ん
を
持
参

の
う
え
、
学
事
係
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い

。

問
合
せ
先

学
嘔
係

お

知

ら

せ

国
民
年
金
に
任
意

加
入
し
て
い
る

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

奥
さ
ん
へ

国
民
年
金
任
意
加
入
被
保
険
者

現
況
届
の
提
出
期
限
は
1
月
3
1日

で
す
。

ま
だ
お
す
み
で
な
い
方
は
、
す

ぐ
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い

。

提
出
先

国
民
年
金
課
適
用
係

国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
ら
れ
な
い
方
へ

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
か
あ
り
ま
す

。

経
済
的
な
事
情
な
ど
で
納
め
る

こ
と
が
困
羅
な
方
は
、
保
険
料
免

除
の
手
暁
き
を
し
て
く
だ
さ
い

。

手
続
き
方
法

国
民
年
金
課
、
ま

た
は
出
張
所
へ
印
か
ん
と
年
金

手
帳
を
持
参
の
こ
と

問
合
せ
先

国
民
年
金
課
記
録
係

家
屋
等
を
新
築
・

改
築
さ
れ
た
方
へ

住
居
表
示
実
施
地
区
内
に
家
屋

等
を
新
・
改
築
さ
れ
た
方
は
、
住

所
を
付
け
る
た
め
の
届
出
か
必
要

で
す
。

こ
の
届
出
が
な
い
と
正
し
い
住

所
が
付
け
ら
れ
ず
、
転
入
・
転
居

翊
が
で
き
ま
せ
ん
。
届
出
に
は
、

建
築
確
認
書
一
式
と
印
か
ん
を
お

持
ち
く
だ
さ
い

。

届
出
・
問
合
せ
先

住
居
表
示
保

工
業
統
計
調
査

実

施

中

製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象

に
、1
月
中
旬
ま
で
の
予
定
で
鯛

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す

。
問
合
せ
先
統
計
保
　
-
9
a

7
0
(
保
塚
セ
ン
タ
ー
内
)

新
年
の
区
役
所
業
務
は
、

1
月
4
日
か
ら
開
始
し
ま

す
。
公
社
施
設
は
、5
日
か

ら
で
す
。

ひろ ば
☆
足
立
子
ど
も
百
人
一
首
大
会

参
加
者
募
集
1
月
1
9
日
(
日
)
、

午
削
1
0
時
か
ら
/
総
合
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
/
対
象
は
区
内
小
・

中
学
生
、
団
体
は
I
チ
ー
ム
5

人
孚
ど
も
会
等
団
体
可
、学

年
の
組
合
せ
自
由
)
/
竸
技
法

は
取
札
戦
(
団
体
戦
)
、源
平

讐
S
人
戦
)
/
1
人
聟
/

▽
星
の
会
(
佐
々
木
)
　
`
一
4

淌
オ
ペ
ラ
凉
の
会
会
目
耨
擽
　

年
間
4
回
の
集
い
で
、二
期

会
会
員
等
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト

や
オ
ペ
ラ
の
ビ
デ
オ
鑑
賞
会
を

開
催
/
1
月
S
日
(
日
)
、午
後

2
時
～
4
時
3
0
分
/
竹
の
塚
社

会
教
齊
館
/
ビ
デ
オ
鑑
賞
/
入

盒
習
、年
会
一
章
觜
/

▽
塩
谷
　
E
6
7
9
1

投
碕
先
広
報
課
(
一
函

千
住
1
-
4
-
1
8
)

掲 示板

☆
法
定
詞一

の
提

出
は
1
月
3
1日
　

給
与
、
報
酬
、

料
金
な
ど
の
支
払

者
は
、1
月
3
1日

ま
で
に
、
源
泉
澂

収
票
や
支
払
調
書
蚩
町
轄
税
務

署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

《
足
立
・
西
新
井
税
務
蕾
V

☆
足
立
郵
税
事
務
所
か
ら
お
知

ら
せ1

月
中
旬
か
ら
3
月
中
旬
ま

で
、
外
構
工
事
を
吁
つ
た
め

、

駐
車
場
の
一
部
が
使
え
な
く
な

り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

☆
足
立
職
業
訓
練
校
生
徒
募
集

科
目

昼
・
夜
間
部
:一一
気
工

事
科
、
テ
レ
ビ
技
術
科
、自

懃
i

備
科
、抵
理
事
珎
料
、

ト
レ
ー
ス
科
な
ど

応
募
資
格

ど
な
た
で
も
応
募

で
き
ま
す
が
、
年
齢
制
限
や

高
卒
程
度
の
学
力
を
要
す
る

も
の
か
あ
り
ま
す

募
集
人
数

雋
萪
匐
名

還
考
日
2

月
1
3日

募
集
期
間
1

月
7
日
～
3
1日

申
込
・
問
合
せ
先

足
立
職
業

訓
練
校
　

一一一
6
1
4
6
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